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海外事業会社設立に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 21 年５月１日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるＥＰＳインター

ナショナル株式会社（以下、ＥＰＳインターナショナル）が、香港に「Ever Progressing System (Hong 

Kong) Limited（以下、ＥＰＳ香港）」設立を承認する決議を行いましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．背   景 

現在、アジア地域におけるグローバル試験を行う際に、中国をその一国に加えようとする動きが

盛んになってきております。 

一方、香港地域は、中国ＳＦＤＡ（中国食品薬品監督管理局）に認定された質の高い施設が存在

することと、試験開始までにかかる期間が中国の他の地域に比べて短く、手続きも簡略であるとい

う特長があることから、中国の他の地域では実施が難しい早期開発などは香港へシフトしてくると

予測されます。 

 

２．新会社の事業目的 

当社は海外ＣＲＯ事業として、中国（上海、北京、広州）、シンガポール、韓国そして台湾に展

開しておりますが、香港に事業拠点を持つことによって、香港での臨床試験の実施を希望するクラ

イアントの要望に応え、かつ当社グループ全体の受託能力の向上、業務範囲の拡大を図ります。 

当社は、ＥＰＳ香港の設立により、クライアントからの要望により柔軟に応え、かつ当社グルー

プ全体の受託能力の向上、業務範囲の拡大を図ります。 
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３．新会社の概要 

 

４．今後の展望 

試験実施地域に香港が入っているアジアンスタディの数は増加傾向にあり、特に他の地域のサポ

ートとして重要度が増しています。 

日本のクライアントからも 2004 年以降、５社以上が試験を開始しています。今後、香港は、中

国における臨床試験の発展に繋がるゲートウェイとしての役割が期待される重要地域となってお

り、臨床試験及び調査依頼案件も増加してきていることから、今後継続的に事業が拡大できると見

込んでおります。 

 

５．連結利益に与える影響 

当社の連結決算上、同社をグループ会社に位置付ける予定でありますが、連結利益に与える影響

は当面では軽微にとどまる見込みです。今後、業績への影響が予想される場合には、確定した段階

で適時発表いたします。 

 

以 上 

 

本件に関するお問合せ先：イーピーエス株式会社 社長室 03-5684-7826 

社   名 Ever Progressing System (Hong Kong )Limited（略称：ＥＰＳ香港） 

設 立 予 定 平成 21 年５月 

資 本 金 700,000HKD（予定：約９百万円）〔ＥＰＳインターナショナル 100％〕 

代 表 者 一木 龍彦（ＥＰＳインターナショナル代表取締役） 

所 在 地 101 King’s Road, Hong Kong 


